
広報7 2007.12.19

数
と
大
き
さ

　
市
内
８３
区
の
内
訳
は
、
豊
科
２３
区
、

穂
高
２３
区
、
三
郷
１４
区
、
堀
金
９
区
、

明
科
１４
区
と
な
っ
て
い
ま
す（
左
図
）。

合
併
前
は
、
旧
明
科
町
が
耕
地
、
常

会
単
位
で
活
動
す
る
こ
と
が
主
で
し

た
が
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
、
区
制
と

し
て
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
入
の
戸
数
が
多
い
区
は
順
番
に
、

豊
科
・
新
田
区（
１
、３
２
５
戸
）、
豊

科
・
成
相
区（
１
、１
５
０
戸
）、
穂
高
・

柏
原
区（
１
、１
３
７
戸
）と
な
っ
て
い

ま
す
。
逆
に
戸
数
の
少
な
い
の
は
、
順

番
に
、
豊
科
・
大
口
沢
区（
３０
戸
）、
明

科
・
木
戸
区（
４３
戸
）、
明
科
・
上
生
野

区（
４６
戸
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
区
は
、
法
的
に
は
任
意
団
体
で
あ

る
た
め
、
法
的
な
区
の
境
界
線
は
存

在
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ど
ち
ら
の
区

に
属
す
る
か
、
明
確
な
申
し
合
わ
せ

が
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　
区
へ
の
加
入
は
、
基
本
的
に
は
そ

の
土
地
に
住
む
こ
と
が
要
件
と
な
る「
属

地
的
」な
団
体
で
す
が
、
区
の
境
付
近

で
分
家
す
る
な
ど
、
飛
び
地
の
よ
う

な
場
所
も
存
在
し
、「
属
人
的
」な
性

質
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

加
入
率

　
お
お
む
ね
の
加
入
率
を
区
長
に
聞

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
市
全

体
の
加
入
率
は
８８
・
２
％
と
な
り
ま
し

た
が
、
一
部
地
域
の
住
民
を
対
象
に

行
わ
れ
た
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
こ

れ
よ
り
低
い
数
値
で
報
告
さ
れ
て
い

る
た
め
、
市
で
は
、
お
お
む
ね
８０
％
か

ら
８８
％
の
間
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
加
入
率
が
最
も
高
い
区
は

１
０
０
％
、
最
も
低
い
区
は
３０
％
と
、

区
に
よ
っ
て
加
入
率
に
大
き
な
差
が

あ
る
状
況
で
す
。

組
織
機
構

　
区
長
、
副
区
長
、
会
計
、
総
代
等

の
役
員
を
設
け
て
い
る
地
域
が
多
い

と
い
え
ま
す
が
、
総
代
が
副
区
長
と

似
た
位
置
づ
け
で
あ
る
地
域
、
代
表

区
長
と
い
う
役
職
が
あ
る
地
域
な
ど
、

地
域
に
よ
っ
て
、
か
な
り
そ
の
体
制

が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
役
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
６０
％

近
く
が
２
年
任
期
で
、
４０
％
弱
が
１

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
役
員
の
切
り

替
え
時
期
は
、
来
年
度
か
ら
全
区
で

４
月
と
な
る
見
込
み
で
す
。

区
の
事
業

　　
区
が
事
業
主
体
と
な
る
も
の
と
、

市
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
事
業

主
体
と
な
り
区
に
依
頼
し
て
い
る
も

の
に
大
別
で
き
ま
す
（
右
表
）。

　
区
が
主
体
の
も
の
は
、
地
域
の
要
望

の
取
り
ま
と
め
や
環
境
美
化
活
動
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
市
な
ど
が
主
体

も
の
は
、
各
種
委
員
の
人
選
や
募
金
、

回
覧
板
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
多
く
の
人
の

協
力
が
必
要
な
こ
と
や
、
地
域
別
の

細
や
か
な
対
応
が
必
要
な
こ
と
が
多

い
の
が
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
密
度
を
高
め
る
こ
と
を
直

接
的
な
狙
い
と
す
る
親
ぼ
く
事
業
も

見
ら
れ
ま
す
。

特集◎
私の自治会論

「区」のあらまし
市内の地域住民組織で、

最も組織化されてしているのは83団体の「区」です。

区のあらましについて調べました。

※上図の区境はおおよその区分を把握
するために作成したものであり、厳
密に境を示すものではありません

※文中の加入戸数は平成18年4月1日現
在、加入率・任期は平成18年3月現在
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主な活動内容

自治会研究

※ほぼ全区で共通する主な活動をまとめました

環境維持

防災・防犯

集会所建設

要望の調査

文書配布

募　金

人　選

同　意

環境美化活動、分別収集活動等

自主防災組織の活動等

公民館等

防犯灯、道路・土地改良、塩カル配布数
などの要望とりまとめ等
敬老会、公民館活動との連携

回覧板、社協だより等

緑の募金、赤い羽根、日赤社資、社協
会費等

民生児童委員、健康づくり推進委員、
防犯指導委員、地区社協役員、日赤奉
仕団、国勢調査等調査員、環境部、投
票管理者、投票立会人等

市有財産の占有、砂利採取、現道舗装
開発事業等

【区が事業主体】

【市などが事業主体】

木戸

光（豊科）

桜坂

大口沢
小瀬幅

田沢

アルプス

徳治郎

中曽根

たつみ原

穂高町

穂高団地

柏矢町
矢原

南陸郷

荻原

塩川原

上生野

木戸
潮沢

潮

下押野 明科

町

宮中

光（明科）

光（豊科）

桜坂

上押野

大足

大口沢
小瀬幅

田沢

アルプス

熊倉

徳治郎

寺所

踏入
細萱

新田

成相

吉野本村

下鳥羽

上鳥羽

中曽根

下飯田

重柳

真々部

飯田

たつみ原

中萱

及木

一日市場

七日市場

二木

下長尾
上長尾

野沢
室町

東小倉

北小倉

南小倉

楡

住吉
田多井

田尻

岩原

倉田

扇町

上堀

下堀

中堀

牧

豊里

小岩嶽

新屋

富田

嵩下

耳塚

橋爪

古厩
島新田

立足

青木花見

狐島

等々力町

穂高町

穂高

等々力

白金

穂高団地

柏矢町
矢原柏原

久保田

塚原

宮城

小田多井小田多井


